
船舶事故調査報告書 

平成２８年５月２６日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 乗揚 

発生日時 平成２７年４月１８日 １２時００分ごろ 

発生場所 沖縄県うるま市津堅島西方沖 

 平曽根灯台から真方位１８０°１,７５０ｍ付近 

 （概位 北緯２６°１４.８′ 東経１２７°５３.１′） 

事故の概要 

 

 プレジャーボートかもめは、揚錨作業中、風浪により圧流されて浅

礁に乗り揚げた。 

 かもめは、船尾側船底に破損等を生じた。 

事故調査の経過 平成２７年４月２３日、調査を担当する主管調査官（那覇事務所）を

指名 

原因関係者から意見聴取実施済み 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート かもめ、４.３トン 

 ＯＮ３－１８５７１（漁船登録番号）、個人所有 

 第２９６－３０９９号（船舶検査済票の番号） 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型・特殊・特定 

 負傷者 なし 

 損傷 船尾側船底に破損等 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 南東、風力 ４、視界 良好 

海象：潮汐 下げ潮の末期 

 事故の経過  本船は、津堅島西方沖の浅礁の近くで錨泊して魚釣りを行ってい

た。 

 船長は、急に風が強まったため、帰港しようとして、錨を揚げたと

ころ、風浪に圧流されて釣り場近くの浅礁に乗り揚げた。 

事故当時の本船の喫水は、船首約０.５ｍ、船尾約０.７ｍであり、

重さ約５kg の四爪錨を使用していた。 

分析  本船は、浅礁の近くで錨泊していたことから、錨を揚げた際に風浪

に圧流され、釣り場近くの浅礁に乗り揚げたものと考えられる。 

原因  本事故は、本船が浅礁の近くで錨泊していたため、錨を揚げた際に

風浪に圧流され、釣り場近くの浅礁に乗り揚げたことにより発生した

ものと考えられる。 

参考  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・浅礁近くでの錨泊は、できる限り避けること。  


